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１ ねらい 

（１）新体力テストを活用することで、本校の児童たちの体力及び体育能力の現状を把握し、全教職員

間で前年度の取組の成果や次年度に向けての課題について共通認識をもつ。 
（２）新体力テストの結果から本校の体力的及び体育的弱点を認識し、弱点克服に向けた施策を全学年

同一歩調で講じることで、全体的な体力及び体育能力向上を図る。 
 

２－１ 実施内容（昨年度） 

 本校は開校３年目の学校であり、新体力テスト実施についても今年度が３回目である。開校初年度よ

り新体力テストの結果を考察し、本校体育部による分析結果を全職員に情報共有した上で、弱点克服向

けた総合的な体力の向上に取り組んできた。 
 一昨年度、新体力テストの総合評価「（A＋B）－（D＋E）値」は「２．３」であった。全学年同一歩調

で取り組むことができる体力向上施策を考案し１年間実施してきた。 
【成果】 
・ソフトボール投げ、上体起こし、反復横とびの３種目については、昨年度と比較すると記録が伸びた

学年が多い。要因としては、日常の体育の授業時にサーキットトレーニングを取り入れ、基本的な動

きを身に付けることができていることが成果に繋がっていると考えられる。 
【課題】 

昨年度は「－７．９」と１年間で１０．２ポイント低下してしまう結果となった。 
・本校の総合評価分布を見ると、昨年度の「E 評価」児童が一昨年度よりも７．９％増加している。 
・握力、５０ｍ走、立ち幅跳びの３種目については、昨年度よりも記録が低下した学年が多く見られた。

要因として、これらの種目は日常的に取り組むことが少なかったり、正しいフォームが身に付けられ

ていなかったりすることが考えられる。 
・総合評価Ｅの児童の底上げを図ることが課題として挙げられる。 
２－２ 実施内容（今年度） 

昨年度の成果と課題を踏まえたうえで、本年度の課題解決へ向けた体力向上の具体策として①授業内

でグーパー体操を取り入れる（※資料１）、②サーキットトレーニング内容の精選と変更（※資料２）、

③外遊びの奨励（※資料３）を全職員に向けて考案し、全学年において１年間実施した。 

 

３ 主な成果 

○今年度の新体力テストでは、「（A＋B）－（D＋E）値」が「８．８」と、開校から３年間で最も高い値

を得ることができた。昨年度と比較すると、１６．７ポイント増加している。 

児童数 学級数 内容区分 (あてはまるものすべてに○を記入) 

２１８名 ９学級 

( ) 児童生徒の体力向上に向けてＷＥＢサイト「とちぎっ子体力雷ジング

ひろば」を使った取組 

(○) 新体力テストの調査結果を踏まえた授業等の工夫・改善の取組 

(  ) 体力つくりに関する家庭との連携 

( ) 教職員の資質向上のための取組 



○総合評価ごとに割合の増減を見ていくと、今年度「E」評価の児童が昨年度よりも７．９％減少してお

り、「A」評価は４．６％増加、「B」評価は５．２％増加している。これにより、昨年度課題として挙

げた総合評価Ｅの児童の底上げを図ることができたことがわかる。 
○特に「５０ｍ走」は３・５・６年の女子は昨年度と比較して平均偏差値１０以上の向上となり、他の

学年を見ても上昇傾向にある。これは、昨年度の取組の一つであるサーキットトレーニング内容の精

選と変更の一環として「短距離走」を取り入れたことが成果になっていると考えられる。 

 

４ 資料 

 

 

資料１（グーパー体操の提案資料と実施している児童の様子） 

資料２（サーキットトレーニング内容の精選と変更の提案資料と実施している児童の様子） 

資料３（外遊びの奨励の提案資料と「外あそびの推進の会」参考資料） 


